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　第 6章は Y3Al5-xGaxO12中の V3+および Cr3+に関する研究である。多重項効果を考慮した電荷移動遷移エ
ネルギーの第一原理計算に基づいて Ga濃度依存性について解析している。
　第 7章は Y3Al5-xGaxO12中の Eu3+に関する研究である。相対論効果と多重項効果を考慮した電荷移動遷移
エネルギーの第一原理計算に基づいて Ga濃度依存性について解析している。
　第 8章は Y2O2Sおよび Y2O3中の Eu3+イオンに関する研究である。相対論効果と多重項効果を考慮した電
荷移動遷移エネルギーの第一原理計算に基づいて、電荷移動遷移の起源について解析している。
　第 9章では得られた結果と考察を要約し、結論としてまとめている。















(4)　Y3Al5-xGaxO12中の V3+, Cr3+および Eu3+について、相対論効果と多重項効果を考慮した電荷移動遷移エ
ネルギーの第一原理計算を行い Ga濃度依存性について解析した。Cr3+においては結晶場分裂が、Eu3+






　本論文の研究成果の一部は、論文提出者を筆頭著者として、査読付国際専門誌である Optical Materials: X
および Journal of Luminescence に掲載されている。また、関連した研究成果はその他 2編の査読付論文およ
び 1編の総説として公表されている。論文提出者はこれらの研究成果について、国際会議で招待講演を含む
3件の口頭発表を行っている。また DV-Xα研究協会奨励賞など、2件の賞を受賞している。
－ 3－
　審査委員会は提出された論文の内容を中心に論文提出者との面接および詳細な質疑応答を行い、加えて公
開の博士学位審査論文発表会を行った結果、著者が自立して研究活動を行うのに必要な研究能力およびその
基礎となる学識を持っていると判断した。外国語能力については既に大学院外国語学力認定試験を合格して
おり、十分と判断された。
　以上により、審査委員会は本論文提出者、竹村翔太氏が博士（理学）の学位を授与されるに足る十分な資
格を有するものと認める。
